
JP 2011-528529 A5 2012.2.9

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成24年2月9日(2012.2.9)

【公表番号】特表2011-528529(P2011-528529A)
【公表日】平成23年11月17日(2011.11.17)
【年通号数】公開・登録公報2011-046
【出願番号】特願2011-518702(P2011-518702)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   7/32     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   7/137   　　　Ａ

【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｈ．２６４／ＡＶＣに準拠したビデオ信号を送信する方法であって、
　ＳＶＣ（Ｓｃａｌａｂｌｅ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｅｄ）信号の第１スケーラブルレイヤ
であって、前記ＳＶＣ信号の第２スケーラブルレイヤの関連するｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙ＿
ｉｄ値未満の関連するｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙ＿ｉｄ値を有する前記第１スケーラブルレイ
ヤをチャネル変更レイヤとして選択するステップと、
　前記ＳＶＣ信号の少なくとも一部について、前記第１スケーラブルレイヤのランダムア
クセスポイントと前記第２スケーラブルレイヤのランダムアクセスポイントとが異なるア
クセスユニットにおいて出現するように、前記ＳＶＣ信号を提供するため前記ビデオ信号
をスケーラブルビデオ符号化するステップと、
　前記ＳＶＣ信号を送信するステップと、
を有し、
　前記スケーラブルビデオ符号化するステップは、前記第２スケーラブルレイヤより前記
第１スケーラブルレイヤにおいてより多くのランダムアクセスポイントを提供する方法。
【請求項２】
　前記スケーラブルビデオ符号化するステップは、前記第１スケーラブルレイヤのランダ
ムアクセスポイントと前記第２スケーラブルレイヤのランダムアクセスポイントとが符号
化効率の関数として異なるアクセスユニットにおいて出現するように、前記ビデオ信号を
符号化することを決定するステップを含む、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記第１スケーラブルレイヤは、前記ＳＶＣ信号のベースレイヤである、請求項１記載
の方法。
【請求項４】
　ランダムアクセスポイントは、ＩＤＲ（Ｉｎｓｔａｎｔａｎｅｏｕｓ　Ｄｅｃｏｄｅｒ
　Ｒｅｆｒｅｓｈ）スライスである、請求項１記載の方法。
【請求項５】
　チャネル変更を実行するため装置において用いられる方法であって、
　各スケーラブルレイヤがｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙ＿ｉｄ値に関連付けされる複数のスケー
ラブルレイヤを有する、Ｈ．２６４／ＡＶＣに準拠するＳＶＣ（Ｓｃａｌａｂｌｅ　Ｖｉ
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ｄｅｏ　Ｃｏｄｅｄ）信号を受信するステップと、
　前記チャネル変更の実行に関するスケーラブルレイヤのランダムアクセスポイントと前
記複数のスケーラブルレイヤの残りのランダムアクセスポイントとが前記受信したＳＶＣ
信号の異なるアクセスユニットにおいて出現するように、前記チャネル変更の実行に関す
るスケーラブルレイヤに対して復号化を設定するステップと、
　ランダムアクセスポイントに対して前記受信したＳＶＣ信号のアクセスユニットをチェ
ックするステップと、
　前記ランダムアクセスポイントと最も大きなｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙ＿ｉｄ値とを有する
スケーラブルレイヤにおける符号化されたビデオを復号化するステップと、
を有し、
　前記チャネル変更の実行に関するスケーラブルレイヤは、その他のスケーラブルレイヤ
より多くのランダムアクセスポイントを有する方法。
【請求項６】
　前記チャネル変更の実行に関するスケーラブルレイヤは、前記ＳＶＣ信号のベースレイ
ヤである、請求項５記載の方法。
【請求項７】
　ランダムアクセスポイントは、ＩＤＲ（Ｉｎｓｔａｎｔａｎｅｏｕｓ　Ｄｅｃｏｄｅｒ
　Ｒｅｆｒｅｓｈ）スライスである、請求項５記載の方法。
【請求項８】
　第１スケーラブルレイヤと第２スケーラブルレイヤとを有する、Ｈ．２６４／ＡＶＣに
準拠するビデオ符号化信号を提供するスケーラブルビデオエンコーダと、
　前記ビデオ符号化信号を送信する変調手段と、
を有する装置であって、
　前記第１スケーラブルレイヤは、前記第２スケーラブルレイヤの関連するｄｅｐｅｎｄ
ｅｎｃｙ＿ｉｄ値未満の関連するｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙ＿ｉｄ値を有し、
　前記ビデオ符号化信号の少なくとも一部について、前記第１スケーラブルレイヤのラン
ダムアクセスポイントと前記第２スケーラブルレイヤのランダムアクセスポイントとは異
なるアクセスユニットにおいて出現し、
　前記スケーラブルビデオエンコーダは、前記第２スケーラブルレイヤより前記第１スケ
ーラブルレイヤにおいてより多くのランダムアクセスポイントを提供する装置。
【請求項９】
　前記スケーラブルビデオエンコーダは、前記第１スケーラブルレイヤのランダムアクセ
スポイントと前記第２スケーラブルレイヤのランダムアクセスポイントとが符号化効率の
関数として異なるアクセスユニットにおいて出現するように、前記ビデオ信号を符号化す
る、請求項８記載の装置。
【請求項１０】
　前記第１スケーラブルレイヤは、前記ビデオ符号化信号のベースレイヤである、請求項
８記載の装置。
【請求項１１】
　ランダムアクセスポイントは、ＩＤＲ（Ｉｎｓｔａｎｔａｎｅｏｕｓ　Ｄｅｃｏｄｅｒ
　Ｒｅｆｒｅｓｈ）スライスである、請求項８記載の装置。
【請求項１２】
　各スケーラブルレイヤがｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙ＿ｉｄ値に関連付けされる複数のスケー
ラブルレイヤを有する、Ｈ．２６４／ＡＶＣに準拠するＳＶＣ（Ｓｃａｌａｂｌｅ　Ｖｉ
ｄｅｏ　Ｃｏｄｅｄ）信号をチャネルから提供する受信機と、
　ランダムアクセスポイントと最も大きなｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙ＿ｉｄ値とを有する前記
受信されたＳＶＣ信号の従属レイヤにおいて符号化されたビデオを復号化するプロセッサ
と、
を有する装置であって、
　１つのスケーラブルレイヤがチャネル変更の実行に関連付けされ、
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　前記チャネル変更の実行に関するスケーラブルレイヤのランダムアクセスポイントと前
記複数のスケーラブルレイヤの残りのランダムアクセスポイントとが、前記受信したＳＶ
Ｃ信号の異なるアクセスユニットにおいて出現し、
　前記チャネル変更の実行に関するスケーラブルレイヤは、その他のスケーラブルレイヤ
より多くのランダムアクセスポイントを有する装置。
【請求項１３】
　前記チャネル変更の実行に関するスケーラブルレイヤは、前記ＳＶＣ信号のベースレイ
ヤである、請求項１２記載の装置。
【請求項１４】
　ランダムアクセスポイントは、ＩＤＲ（Ｉｎｓｔａｎｔａｎｅｏｕｓ　Ｄｅｃｏｄｅｒ
　Ｒｅｆｒｅｓｈ）スライスである、請求項１２記載の装置。
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